
ら
ば
、
ま
た
牧
燃
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
べ
き
や
必
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
Q

さ
れ
ば
、
糎
寛
院
寓
は
、
靴
の
書
状
を
親
し
く
染
筆
し
給
ひ
て
岩
倉
具
定
卿

の
客
歳
に
還
り
、
し
ば
ら
く
の
進
軍
を
止
め
ん
蟻
を
求
め
給
う
た
も
の
で
、

御
憂
慮
の
程
舐
面
に
溢
る
｝
も
の
が
あ
る
。
殊
に
魑
書
に
於
て
「
御
征
伐
御

止
候
単
願
候
に
て
は
決
し
て
無
之
候
ま
＼
あ
し
か
ら
ず
御
聞
取
の
檬
」
と

記
さ
れ
給
ふ
準
行
は
、
．
洵
に
至
誠
の
御
強
葉
に
し
て
天
地
爲
に
感
動
す
る
も

の
あ
る
を
思
は
し
め
る
り

　
か
く
し
て
江
戸
開
城
も
蟻
無
く
心
兀
了
し
、
弔
和
裡
に
維
薪
の
鴻
業
を
成
就

し
鰐
た
り
し
所
以
の
も
の
は
［
身
を
朝
幕
の
闘
に
捧
げ
、
以
て
鼠
捕
を
陶
ら

し
め
給
ひ
し
静
斎
院
宮
の
御
力
多
き
に
あ
る
纂
は
、
蟻
も
疑
を
容
れ
ざ
る
所
、

其
の
御
令
徳
鉱
行
は
眞
に
婦
人
の
鑑
と
し
て
萬
代
園
斑
の
、
殊
に
婦
人
の
、

景
仰
措
か
ざ
る
も
の
あ
る
は
喋
々
を
要
せ
ざ
る
も
、
既
の
御
書
朕
に
も
、
見

ら
る
」
が
如
く
、
朝
病
煩
の
一
大
事
に
組
し
て
も
名
分
を
守
の
、
大
義
に
順

ひ
、
朝
威
を
輝
か
し
め
給
ひ
し
御
満
載
の
亦
偉
大
な
る
も
の
あ
る
を
、
吾
人

は
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
Q

　
本
書
瓶
を
下
郷
氏
が
感
激
措
く
能
は
ず
し
て
複
製
以
て
諸
家
に
頒
ち
、
静

．
寛
三
宮
の
御
徳
操
を
新
ら
し
く
汎
く
博
へ
ん
と
さ
れ
た
る
は
、
塞
に
下
灘
と

い
ふ
べ
く
、
籔
に
感
謝
の
意
を
以
て
、
此
の
紹
介
の
交
を
執
筆
す
る
。
　
（
葬

資
品
）
　
（
申
村
）

○
敦
”
燵
秘
望
潮
‘
呉

一
罪
上
下
．
遺
憾

瀞
田
喜

郎
編

今
よ
り
略
ぼ
三
十
年
蘭
，
支
那
西
睡
の
地
、
毒
煙
の
千
路
洞
よ
り
影
多
し

ゆ一r）

，Vli

介

き
古
爲
文
献
の
襲
見
せ
ら
れ
、
．
之
が
英
京
の
大
英
博
物
館
、
佛
京
の
佛
醒
々

立
幽
書
館
に
遙
臓
．
匪
雰
的
墨
費
と
し
て
著
名
な
る
は
今
爽
喋
々
を
要
せ
ず
、

そ
の
網
数
概
算
は
約
一
萬
鴬
千
顯
と
推
測
せ
ら
れ
、
そ
の
中
業
閾
　
に
あ
る
も

の
は
私
も
滞
佛
中
に
詳
細
に
調
査
し
た
が
，
．
正
し
く
五
千
五
蔦
四
十
｝
鰍
州
あ

り
、
第
…
號
よ
り
第
一
九
九
九
號
ま
で
は
梵
文
の
小
片
が
主
に
し
て
、
丁
字

弛
文
の
も
の
甚
だ
妙
く
、
こ
は
何
れ
も
硝
子
板
に
罷
み
て
嚇
せ
ら
れ
る
。
第

∵
0
0
0
號
以
上
第
五
五
四
一
號
ま
で
は
沸
字
漢
文
の
も
の
が
主
に
し
て
、

此
の
中
從
來
内
容
目
録
も
出
來
て
公
閲
…
閲
轡
～
を
許
…
さ
れ
て
借
る
の
は
第
二
〇

〇
〇
號
よ
り
第
譜
…
五
一
｝
號
ま
で
の
一
千
五
街
十
山
黙
と
、
第
四
五
〇
〇
號

よ
り
第
四
五
一
コ
號
ま
で
の
∵
十
コ
鮎
と
合
計
…
千
五
百
…
∴
十
三
黙
で
㌧
第

三
五
ご
…
號
よ
り
第
四
四
九
九
號
ま
で
、
並
に
第
四
五
二
二
號
よ
り
第
五
五

四
｝
號
ま
で
の
計
二
千
八
黙
は
、
そ
の
晶
群
者
ペ
リ
オ
嘉
言
宅
に
藏
せ
ら
る

著
書
を
除
き
、
私
は
一
定
を
煙
し
得
た
が
、
　
一
般
に
ほ
尚
ほ
公
開
閲
賢
を
許

し
て
居
ら
ぬ
ら
し
い
。
課
題
帝
閣
大
學
瀞
田
喜
一
郎
教
授
在
外
研
究
員
と
し

て
渡
佛
せ
ら
る
る
や
佛
國
々
立
圓
霞
館
に
就
き
て
此
等
文
書
を
調
査
せ
ら

れ
、
そ
の
申
の
貴
重
な
る
も
の
を
親
し
く
窩
眞
に
擾
ら
れ
之
を
珂
羅
版
に
附

し
て
一
百
部
の
等
等
と
せ
ら
れ
羽
田
亨
憾
士
の
題
螢
を
以
て
錦
上
に
花
を
加

へ
以
て
同
好
に
餓
塾
せ
ら
れ
た
る
も
の
實
に
本
書
で
あ
る
。
今
其
の
内
容
を

一
樽
す
る
に
主
と
し
て
第
∴
○
○
○
號
よ
り
第
羅
五
一
｝
號
ま
で
の
既
公
朋

の
部
分
に
間
し
て
屠
の
、
　
轍
だ
け
第
四
蕪
雑
四
號
の
永
徽
令
遺
文
を
探
録

さ
れ
て
あ
る
。

　
深
田
教
擾
も
そ
の
序
に
謂
は
る
る
通
り
、
姥
等
古
窩
本
、
並
に
文
書
に
し

て
豊
里
學
界
に
紹
介
せ
ら
る
る
も
の
噛
薬
圃
文
録
、
敦
幾
石
室
礫
金
、
敦
燵

第
二
十
三
悠
　
第
二
號
　
　
三
九
三

（　IS5　〉
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介

綴
㎜
順
な
ど
相
器
に
公
刊
せ
ら
る
る
も
何
れ
も
皇
継
の
蓬
録
に
し
て
爲
翼
を
紹

介
し
て
艦
ら
ぬ
。
編
潜
即
ち
之
を
憾
と
し
、
藪
に
標
本
的
で
は
あ
る
が
各
々

そ
の
一
部
分
を
窟
虞
と
し
て
原
末
の
顧
鱒
を
偲
ば
し
む
る
よ
す
が
と
爲
し
た

る
亀
の
、
嘗
て
既
等
の
原
本
を
見
た
る
人
々
に
は
三
八
に
遇
ふ
の
感
を
懐
か

し
む
る
。
採
録
す
る
も
の
合
計
六
十
三
種
。
キ
ャ
ビ
ネ
版
窟
虞
入
十
二
葉
。

古
丈
爾
君
・
毛
詩
…
胃
。
禮
記
注
・
春
秋
纏
傳
集
解
。
同
臥
梁
傳
集
解
。
論
語

集
解
…
・
論
語
義
疏
・
孝
評
注
・
爾
一
朧
注
・
切
韻
の
類
よ
り
史
記
。
新
府
鱈
礁
∵

中
陣
・
氷
購
階
令
・
由
麿
戸
冠
・
山
旗
傭
伴
疏
鯨
献
。
艦
敢
頒
一
刑
部
抽
翰
。
瓢
八
籔
異
山
ハ
蔀
載
衝
燃
擦
霰
腐
戸
籍
．

帝
王
略
論
。
藥
方
書
・
冥
報
記
・
二
子
類
・
二
上
秘
要
・
紅
紫
録
儀
。
法
出

塁
・
大
概
浬
繋
糎
・
出
家
人
受
菩
薩
戒
法
・
大
智
度
論
・
法
華
縄
義
記
。
維

摩
綾
義
記
・
十
漉
義
疏
・
法
馬
別
傳
・
傳
法
窺
紀
・
｝
切
纏
寳
義
・
梁
武
滋

藤
願
文
・
楚
聯
書
。
敦
埋
廿
詠
・
文
選
。
交
選
一
田
・
舞
譜
な
ど
四
部
の
書
。

丙
外
典
に
亙
り
、
先
づ
第
二
〇
〇
〇
號
乃
至
第
三
五
｝
一
匹
闘
の
主
な
る
貴

重
稀
鋼
…
欝
類
を
網
羅
し
て
あ
ウ
、
編
者
の
深
叢
博
治
の
學
識
が
肖
ら
躍
如
た

る
も
の
が
あ
る
。
本
源
ほ
露
翼
集
に
し
て
説
明
文
は
無
け
れ
ど
も
、
規
意
周

到
な
る
編
者
の
こ
と
な
れ
ば
、
恐
く
は
將
寒
詣
か
之
に
關
す
る
諭
署
を
追
刊

せ
ら
れ
て
我
等
を
啓
癒
し
く
る
る
こ
と
と
信
ず
る
が
、
さ
し
あ
た
り
は
民
園

の
王
重
民
震
の
巴
黎
数
燈
…
単
巻
影
藤
雀
｝
と
併
せ
見
れ
ば
釜
を
即
く
る
こ
と

蓋
し
砂
柱
な
ら
ず
と
考
へ
ら
れ
る
◎
佛
國
々
立
圃
害
館
配
騰
の
窮
葺
師
の
狡

術
…
の
拙
劣
な
る
爲
折
角
の
籍
眞
が
騰
朝
後
殆
ん
ど
用
を
爲
さ
ざ
る
瞬
き
総
験

を
嘗
め
た
る
一
人
な
る
私
は
、
罰
鱈
が
之
に
加
温
せ
ず
し
て
よ
く
親
し
く
撮

影
せ
ら
れ
我
國
に
そ
の
留
眞
を
齋
ら
し
以
て
學
界
に
審
興
せ
ら
れ
た
る
努
力

と
功
績
と
に
…
封
し
満
腔
の
敬
意
を
表
す
る
者
で
あ
る
。
　
（
吼
和
十
三
年
二
月

第
二
十
三
巻
　
策
一
一
號
　
　
三
九
四

’．

ﾜ
臼
幾
行
、
殴
臨
壷
翼
郡
、
爽
一
所

望
…
欺
所
）
　
〔
那
波
利
淘
只
妄
…
…
縞
口
）

京
都
…
市
油
小
路
疋
面
下
か
小
林
爲
眞

　
　
　
　
，
○
東
亜
大
陸
運
國
彊
域
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
方
二
化
一
院
京
都
研
究
所
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
博
士
小
川
藪
治
監
修

　
本
圃
の
編
纂
過
程
並
に
資
料
に
就
い
て
は
，
昭
神
言
｝
年
∵
月
曜
行
の
「
東

方
国
魂
」
京
都
第
六
溺
に
太
田
喜
久
雄
氏
が
「
中
華
民
國
及
満
洲
㈱
遅
日
輝
製

作
過
程
に
就
て
」
と
い
ふ
論
文
を
獲
表
し
て
詳
細
に
述
べ
て
膳
ら
れ
る
。
東

亜
大
礫
諸
三
略
域
醐
と
は
出
版
に
際
し
て
名
を
攣
へ
た
竜
の
で
あ
る
。
璽
方

、
丈
化
學
院
京
都
研
究
所
が
劃
立
像
來
の
内
業
と
と
・
蜜
に
九
年
の
歳
月
を
費

し
て
成
っ
た
者
だ
け
に
、
資
料
の
正
確
、
醗
例
の
整
備
せ
る
鮎
に
於
て
他
に

類
を
見
な
い
。
特
に
ア
ル
バ
ー
ス
比
式
等
積
多
闘
維
製
法
に
よ
る
巌
辮
な
座

標
の
算
幽
と
、
廣
く
日
本
、
支
那
、
頭
洋
で
獲
行
さ
れ
た
各
種
の
地
閾
や
旅

行
記
を
蒐
集
し
比
較
橡
討
を
行
っ
た
黙
と
は
内
外
に
於
て
も
闘
期
酌
な
事
と

い
へ
る
。
支
那
の
如
き
に
於
て
は
全
く
局
一
地
域
を
蓑
は
し
た
圓
に
あ
っ
て

も
貸
料
の
選
撮
次
第
で
著
る
し
い
門
違
の
あ
る
審
は
驚
く
べ
き
事
で
あ
っ

て
、
前
掲
太
田
氏
論
此
中
常
望
め
位
置
の
比
較
國
を
見
て
も
思
ひ
牟
ぱ
に
過

ぎ
る
者
が
あ
る
。
髭
の
闘
小
…
川
琢
治
博
士
監
修
の
下
に
校
正
に
常
ら
れ
た
太

田
氏
、
作
闘
の
爲
に
不
籔
の
鱒
力
を
梯
は
れ
た
小
野
濡
蕉
氏
等
の
苦
心
ほ
想

像
に
籐
り
あ
る
。
共
の
上
銅
版
彫
測
に
當
一
5
れ
た
齋
藤
巳
代
治
氏
の
學
衛
的

作
贔
に
劉
す
る
鰍
身
酌
な
努
力
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
か
し
る
羨
麗
な
膿
裁
を

整
へ
る
築
は
禺
來
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
支
沸
の
地
　
蝦
蟹
と
し
て
は
近
出
の

支
那
地
斑
學
界
の
傑
作
と
い
は
れ
る
「
申
華
民
謡
新
地
…
闘
」
及
び
「
中
國
分
雀
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